
－１－ 

 

前回懇談会（平成２３年２月２２日）において「後日回答とした質問」及び 

「懇談会後に寄せられた意見等」への回答，対応について 

 

№ 意 見 等 回答，対応等 

１ 

 行政改革推進プランについて 

・ 「ちとせ寮・松原荘の再整備」，「補助金等の整理・合理

化」など，平成２３年度当初予算に反映された取組も見受

けられるが，予算削減などの取組の成果が見られるもの

ついては，懇談会に報告していただきたい。 

 

・ 行政改革の各取組の平成２３年度当初予算への反映状況は，資料１の

とおり 

２ 

城址公園の整備費用について 

・ 整備費用（約１６０億円）の内訳はどのようであるか。

 
・ 総事業費は次のとおり 

区  分 金  額 
宇都宮城址公園整備 ３，２７０，０００千円

清明館整備 １６０，０００千円

用地取得費 １２，７２０，０００千円

合  計 １６，１５０，０００千円
 

３ 

子ども手当について 

・ 国の施策である「子ども手当」について，保育料や給食

費を，手当の支給額から差し引くことはできないのか。 

 
・ 本市においては，同意を得られた保育料滞納者について，子ども手当の

支給方法を窓口支給とし，支給時に納付相談に応じているところである。

・ 子ども手当からの保育料等の徴収（特別徴収）については，現行制度に

おいては認められていないところであるが，収納対策の有効な手法の一つ

になるものと考えている。 
・ このことから，本市としても，全国市長会を通して要望してきたところ

であるが，特別徴収を含む法案が廃案になるなど，国の動向が不透明で

あることから，引き続き，国の動向を注視していく。 
 

平成２３年８月２２日

行政経営部行政改革課

参考資料 



－２－ 

№ 意 見 等 回答，対応等 

４ 

若年夫婦世帯家賃補助について 

  補助の対象区域を，市内の目印（建物等）で示すと，

おおむねどの範囲か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平成２３年度当初予算額８０，７４２千円の対象世帯数

は，どの程度か。 

 

  東：今泉小学校周辺      西：裁判所周辺 

 南：市役所，城址公園周辺   北：県庁，八幡山公園周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２８４世帯 
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№ 意 見 等 回答，対応等 

４
（
前
ペ
ー
ジ
の
つ
づ
き
） 

若年夫婦世帯家賃補助について 

  当該補助は「中心市街地の活性化」を目的としたもので

あるが，「経済的な弱者支援」の視点も含まれているのか。

 

 

  原則６０か月の補助期間を超過した対象者は，引き続き

中心市街地に居住しているのか。 

当該補助の目的に対する達成度をどのように検証して

いるのか。第三者的な機関・組織等の検証を望む。 

 

  人口減少が著しかった子育て世代の人口を回復することで，活気とにぎ

わいを創出し，魅力ある中心市街地へと再生を図ることを目的として実施

するものであり，「経済的な弱者支援」を目的とはしていない。 

 

  当該補助制度を利用した世帯が，区域内に住宅を購入するなど，対象

区域内における子育て世代の人口が，平成１７年度の制度開始時と比較

して，約１６０人増加しており，平成２２年度に実施した補助受給世帯を

対象としたアンケート調査においても，「今後も中心市街地内に居住した

い。」または「現在検討中である。」との回答が５０％を超えるなど，

中心市街地への定住化促進策として一定の成果を得ているところである。

５ 

市議会議員の海外視察について 

・ 平成２２年度の実績，費用等はどのようであるか。 
 
・ 平成２２年度における市議会議員の海外視察は，次の１件 

派 遣 先 
マヌカウ市※（ニュージーランド） 
※合併により，現在はオークランド市 

事 業 名 
姉妹都市友好事業 
（マヌカウ市役所訪問，アートセンター，

市立図書館視察 ほか） 
日 程 平成２２年４月１７日～２４日 
参 加 人 数 ７名 
費 用 ２，９５０千円 

・ 上記視察の報告書は，市役所行政情報センターで閲覧可能 
 


